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はじめに

近畿大学奈良キャンパス敷地内の裏山は､棚田

や農業用水路の跡が今も残っており､かつては､

農業生産活動による調整池､草地､二次林等が在

来の自然と一体化した､いわゆる ｢里山｣であっ

たとされている 1)｡その後､農業生産活動の衰退

に伴い､特に手入れされることなく放置され､現

在では､さまざまな環境から成り立つ里山の環境

は､単一なものへと変化 してしまっている｡現

在､近畿大学農学部では､この荒廃した里山を修

復し､人と自然の調和のとれた農業を､研究､教

育に生かすことを目標とした里山修復プロジェク

トが動き始めている｡

近年､全国各地で里山保全修復活動が活発化し

ているが､修復経過における生物相の変遷を詳細

に記録した資料は皆無である｡これから本学奈良

キャンパス内を里山環境として修復していくに当

たって､事前にどのような生物が生息していたの

か､修復過程で生物相がどのように変化していく

のかについて､継続的に調査 ･観察して行くこと

は今後に向けて重要な意味を持つものと考えられ

る｡

筆者らは今回､里山修復の第 1段階として修復

予定地の状態を把握することを目的とし､クラブ

ハウス裏に位置するため池 (通称 F池)を対象

とした魚類生息調査を行なった｡
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調査地および調査方法

調査地の概要

調査は近畿大学奈良キャンパスのクラブハウス

裏に位置する F池で行なった｡図 1に本学奈良

キャンパスの全体図と F池の位置を示す｡F池の

外周は約 50mで､周囲は植物が生い茂 り､ため

池の半分は終日日陰となっている｡第 2次世界大

戦後まで農業用水用のため池として使われていた

が､その後､特に手入れされないまま最近まで放

置されてきたとされる｡さらに長年放置されてき

たことから､水底にはヘ ドロが 1mほど堆積 し､

異臭を放っていた｡しかし､湧水が湧き出ている

ため､1ヶ所だけある流出水路からは一定量の水

が流れ出ていた｡

調査方法

調査は 2006年 5月8日に実施され､環境管理

学実験 ･実習 Ⅱ (2回生配当)の受講生約 70名

と教員を含む総勢 80名がこれに参加 した｡調査

当日までにため池内の流出口を掘 り下げ､1週間

かけて F池の水抜きを行ない､約 50cmほど水位

を下げた｡その際､流出口には網をかけて生物の

流出を防いだ｡調査は､モンドリ､タモ網を用い

て約 40名が 2班に分れて交代で 4時間かけて行

なった｡また､F池内の水温および湧水の水温を

測定 した｡採集された魚類は､3基の直径 1mの

パンライ ト水槽に移 した｡採集した生物は､種の

同定 ･個体数の計測を行なった後､外来生物のタ

イリクバラタナゴとアメリカザリガニを除き､再

び F池に戻 した｡ただし､標本 として各魚種 5

個体ずつは 70%エタノールで固定 した｡固定 し

た標本は､水圏生態学研究室において保存されて

図 1.近畿大学奈良キャンパス全体図 (太枠内)とド池 (赤円内)
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いる｡調査中の様子は図 2に示した｡ 二枚貝の中に卵を確認することができた｡
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 a(図版 1

モツゴ属はいずれも小型で､本種は全長 

d bpeuorasorapawモツゴ )1-

8cm

図 2.環境管理学科 2回生による調査の様子 

(2006年 5月 8日)

になる｡本来は､関東地方以西の本州､四国､九

州が自然分布域とされていたが､現在ではコイや

フナなどの種苗に混入 して放流されるため､日

本全国でよく見られる｡奈良盆地では､主にた

め池､水路､河川の下流域の淀みに生息 してい

る 3)｡汚水や環境の変化に比較的強 く､コンク

リート護岸のほどこされている場所でも生息が確

認されている 4)0 

F池において本種は､5個体と他魚種にくらべ

て個体数が少なかった｡ 

結 果

調査の結果､F池では 3科 7種 (モツゴ､ギン

ブナ､オオキンブナ､メダカ､ ドンコ､タイリク

バラタナゴ､ゲンゴロウブナ)の魚類が確認され

た (表 1)｡フナ類に関しては､同定が非常に困

Carass
日本全国に広く分布し､主に池沼や河川の下流

など､比較的流れの緩やかな場所に生息する｡本

種は､雄親の遺伝形質を受け継ぐことなく､雌の

遺伝子情報のみにもとづいて次世代をつくる雌性

発生を行なうOオオキンブナよりやや小さく最大

ss pIu'2. )211ギンブナ .(図版 

難であり､採集された全ての個体を同定すること 0cm全長は約 3

はできなかったため､確認された 3種をまとめて F池では､フナ類の数が圧倒的に多く､優占種

フナ類とし個体数を計数した｡各魚種に関する情 であった｡しかし､フナ類の同定が非常に困難で

報は以下に示 した｡調査当日のため池内の水温 あり､確認された 3種のどのフナが優占種である

になる 5)｡ 

7

ここで報告したゲンゴロウブナ以外の魚種につい

1は 2℃､湧水付近の水温は 2℃であった｡今回､ かは不明であるC 

ての写真 (図版 1)は､すべて筆者らが F池で採

集された個体を撮影したものである｡学名は ｢山

渓カラー名鑑日本の淡水魚 改訂版｣ 2)を参照 し

た｡

また､調査が行なわれたのが 5月であることか

ら魚類の産卵期であったと考えられるが､仔稚魚

Carass
(図版 1-3)

西日本を中心に,中部､近畿､中国､四国の各

地方と､九州北部でよく見られる｡奈良盆地で

は､ため池や河川の中流､下流域に生息し､ギン

ブナと同時に探れることが多い｡体長は､頭長の

b iuergeri b J iusueger3.
オオキンブナ 

0cm

27.35.倍､体高の約 倍で､ギンブナにくらべ

ゴにおいては､調査中に湧水付近から発見された ると体高がやや低い｡全長は約 3

表 1.F池から採集された魚種および個体数
種名 学名 個体数 備考

は確認されなかった｡しかし､タイリクバラタナ 約 

で､これを

モツゴ
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オオキン7サ

ゲンゴロウブナ
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2※ 3 透明鱗個体確認

国内外来種 

lltaustausoceタイリクバラタナゴ 匡】外外来種 

521 環境省 RDB絶滅危憤Ⅱ類メダカ es)Lha

ドンコ 53 二枚貝幼生の宿主 

X･フナ類 3種の合計
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超えるものも見られる｡雌雄比はほぼ1対 1であ シンボルフィッシュでもある｡しかし､農薬の使

る 6)｡ 用､カダヤシなどの外来魚､水路の護岸や水田と

F池では､本種の透明鱗個体が 3個体採集され 水路との落差などの影響よって生息場所が奪わ

た｡ れ､1999年環境庁レッドリス トで絶滅危倶Ⅱ類

に指定されるなど､絶滅が危倶されている｡また

ass wii(図版 1

琵琶湖原産であるが､近年､釣り対象魚として づけられている12)0

eriuscCar4.ゲンゴロウブナ )4- 奈良県版レッドリストにおいても､希少種に位置

全国各地の湖沼-移殖放流され 7､各地で自然繁

殖しており､どこにでも見られるようになった｡

) 奈良県内においては､本種の生息地は比較的多

く残されている｡しかし､奈良県大和郡山｣市では

湖や湖沼などに生息し､浮遊動物の多い中層に群 ヒメダカの養殖が盛んで､養殖場から漏洩した個

れをつくり餌をとる｡プランクトン食性で､餌と 体が大和川水系に大量に流れ出ている可能性があ

なる微小な生物を鯉の内側にある鯉把でこし集め る｡また､近年本種が絶滅危倶種に指定されたこ

る｡このため､本種の鯉把は､フナ類の中で最も となどから､各地で無差別な放流が行なわれてい

長く､数も多い｡全長は 4 ､特に大きいもの

では 5 に達するものもある 8)｡

0cm

0cm

る｡

ドンコ科Od 
り､琵琶湖原産ということからも国内外来魚に位 7. ドンコ O

daeibt tonou奈良県内においても､過去に移殖の歴史があ

i bsoscurd bt tonou

置づけられる｡ 愛知県 ･新潟県以西の本州､四国､九州分布す

a(図版 117)

5cmる｡全長は 2 ｡奈良盆地では､流れが緩やか

で､川岸に植物が繁茂し､底は砂底のようなとこタイリクバラタナゴ R

s(図版 1-5) ろに生息している場合が多いが､ため池でも本種

taus//hdoeusoce5.


//toceau

本来アジア大陸東部と台湾島が原産地である の生息が確認されている｡ため池で本種の生息が

4

れたハクレンなどに混入して､利根川水系にもち であることが多い ｡13)

が､日本には 1 0年代はじめに長江から移入さ9

込まれた｡アユの放流や釣り用のフナの移殖､か

んがい用水の拡大､熱帯魚店を通してほぼ日本全 考 察

確認されている場合は､地下水が豊富に湧く環境

)土に分散した国外外来魚である 9｡本亜種は亜種

関係にある在来のニッポンバラタナゴとの交雑す 今回の F池の調査で確認された 3科 7種の魚類

ることにより､純系のニッポンバラタナゴの個体 の内､在来魚はモツゴ､ギンブナ､オオキンブ

群に危機をもたらしている｡本亜種はニッポンバ ナ､メダカ､ ドンコの 5種､国内外来魚はゲンゴ

ラタナゴよりやや大きく､最大で全長が8cm
に ロウブナ1種で､国外外来魚はタイリクバラタナ

なる｡ ゴ1種､このほとんどの魚種では比較的多くの個

2003年に近畿大学が行なった奈良公園内の池 体数を確認することができた｡しかし､今回の採

の調査で純粋なニッポンバラタナゴ個体群が発見 集調査で仔稚魚は確認できなかった｡ただし､二

されている 10)｡ 枚貝の中からはタイリクバラタナゴの卵が確認さ

れた｡このことから二枚貝が発見された付近の水

6.

メダカ科 A

メダカ 0

dae
hity
diihranc
 温が低く､醇化する時期が本来より遅れていたの

-ipeta/
as
/-yz/ s(図版 1 )6 ではないかと考えられる｡同様に他魚種も湧水の

本種は日本で一番小さな淡水魚で､最大全長 影響により､醇化時期が遅れ仔稚魚が確認されな

4cm
になる｡北海道を除く日本各地に分布してい かった可能性がある｡

たが､近年北海道でも移殖による分布が確認され

ている 11)｡主に平地のため池や湖､水臼や用水

路､河川の流れが緩やかなところなどに生息し､

集団で行動することが多い｡本種は日本淡水魚の

うち､もっともなじみの深い魚の 1つで､里山の

確認された在来魚は､奈良県内のため池でよく

確認される種であるが､メダカは環境省のレッド

リストでは絶滅危倶Ⅱ類､奈良県版レッドリス ト

においては希少種に指定されている絶滅危倶種で

ある｡このような種がキャンパス内において確認

88
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された保全学的意義は大きい｡ 

F池は､長年放置されてきたことにより､底に

堆積 した落ち葉等がヘ ドロ化して 1mほどの層を

形成している状態にあった｡本来であればヘ ドロ

が堆積したため池は､水質の悪化により魚類など

の水生生物の生息が困難になる｡また人為的に管

理されていないため池は干上がってしまうことも

多く､特に魚類の生息を維持することは困難であ

る｡それにもかかわらず､F池ではメダカをはじ

めとしたこれらの魚類が維持されてきた｡その要

因として､次の 2つが考えられるo

lつは湧水源の存在である｡本調査により､池

内の一部の区域に湧水が確認された｡この湧水に

より､新鮮な水の循環がもたらされ､F池は安定

的な水量と水質が維持されてきたのであろう｡そ

れを裏づけるかのように､採集された生物を一時

避難させるために設置したパンライト水槽に F池

の水を汲み置いておくと､短時間のあいだに水槽

内の水は茶褐色に変色 し異臭を放つようになっ

た｡

もう 1つの理由として､近年問題になっている

オオクチバスやブルーギル等の肉食性の外来魚が

確認されなかったことが挙げられる｡京都府の深

泥池では､オオクチバス等の侵入後に在来魚の種

数や個体数が激減しているという報告がある 141.

また､ラムサール条約登録湿地の宮城県伊豆沼 ･

内沼では､オオクチバスの侵入 ･定着後に､希少

種であるゼニタナゴやメダカが激減しているとい

う報告もある 14)｡しかし､F池にはオオクチバス

やブルーギル等の外来魚が移殖されていなかった

ことから､メダカなどの小型在来魚類が食害にあ

うことはなく､生息し続けることが出来たものと

考えられる｡

しかしながら､F池が在来魚にとって良好な生

息環境であったとは言い切れない｡通常､奈良

盆地と同様な形態をしたため池に生息しているド

ジョウやヨシノポリ類がまったく確認されなかっ

たことや､生態的適応範囲の広い種であるモツゴ

が 5個体のみしか確認されなかったことは､F池

の魚類の生息場としての特異性を示すものであ

る｡この現象をヘ ドロの堆積などの F池の環境

悪化に直接帰するには時期尚早であるが､このま

ま放置された場合､F池において魚類の生息が困

難になっていく可能性は否定できない｡今後､里

山修復活動において､ヘ ドロ除去などによる水質 

改善を進めていく必要がある｡また､オオクチバ

スやブルーギル等の肉食性外来魚の生息はなかっ

たものの､タイリクバラタナゴやゲンゴロウブナ

の外来魚が確認されている｡これは､人為的移殖

の背景が多少なりにでもあったことを示してい

る｡そのため､この F池で確認された在来魚も

他の地域から移殖された可能性も否定できないた

め､遺伝的に精査する必要がある｡特にメダカに

おいては､関東地方に西日本のメダカが人為的に

移殖されているなど､全国で遺伝的固有性を無視

した無差別な放流が行なわれている 15)｡そのた

め､メダカにおいては移殖の可能性がもっとも高

い種といえ､厳密な遺伝学的精査が必要である｡

これらのメダカを含めた遺伝解析は､著者らに

よって進行中であり､例え在来魚であっても､遺

伝的に他地域のものであることが判明した場合､

国内外来魚として排除することも検討しなければ

ならないO

現在､本学奈良キャンパス里山修復予定地は長

期にわたる放置のため荒廃しており､かつての里

山に生息 していた生物たちは壊滅的な状況にあ

る｡ しかし､現在進められている里山修復プロ

ジェクトにより里山としての多様な自然環境が整

えば､元々生息していた生物たちが再び棲みつ

き､健全な豊山生態系が取り戻されるものと期待

される｡しかし､魚類については F池を含む里

山修復予定地の水脈と下流の水系との連結が人工

構造物によって絶たれてしまっているため､自ら

この地に移動することは不可能である｡そこで著

者らは､本来この地域に生息していたであろう魚

類相を取り戻すため､移殖放流による魚類相復元

を試みている｡単に､ふさわしい魚種を選定し放

流するのではなく､分布域や生態､遺伝学的観点

も考慮した魚種 (集団)の選定 ･放流を行ない､

この地域に存在した里山のため池環境に限りなく

近い魚類相の復元を目指していくつもりである｡

また､本学奈良キャンパスには未だ調査されて

いないため池が多数残されている｡F池という最

も人間活動の場に近いため池において､本報告に

示した成果が得られたことを考えると､これら未

調査のため池においても希少種を含む多くの在来

魚類が生息している可能性も考えられる｡今後の

調査の成果が期待されるところである｡
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3.オオキンブナ (透明鱗個体) 4.ゲンゴロウブナ 

5.タイリクバラタナゴ (左 : ♂ 右 :早) 6.メダカ 

図版 1.F池で確認された魚種 


